
ｏ
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
め
ざ
し
、
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
開
く－

０
０
創
守
『
一
二
】
』
＋
三
拍
、
イ
津
」

P

!’

一一
一
画■■

､

帥 一一一覇
霞 ド。 神

戸
ボ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に

〈
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
〉
・

未
来
都
市
を
夢
見
る

稲
年
夏
に
催
さ
れ
る
若
者
の
祭
典
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
神
戸
大
会
の
競
技
場
と
な
る
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
（
神

戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
）
が
完
成
、
ｎ
月
５
日
華

麗
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
こ
の
記
念
式
典
に
は
、
約
四
千
人

が
出
席
、
神
戸
太
鼓
保
存
会
の
「
こ
だ
ま
太
鼓
」
を
皮
切

り
に
、
ク
イ
ー
ン
神
戸
、
プ
リ
ン
セ
ス
神
戸
、
１
ニ
バ
ー

ジ
ェ
ン
ヌ
な
ど
晴
れ
や
か
に
花
の
パ
レ
ー
ド
を
飾
っ
た
。

同
ホ
ー
ル
は
床
面
積
３
１
０
０
㎡
天
井
高
釦
、
、
最
大

収
容
人
員
１
０
，
０
０
０
人
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
規
模

や
機
能
と
も
国
内
第
一
級
の
も
の
だ
け
に
、
い
よ
い
よ
未

来
都
市
の
出
現
を
予
感
さ
せ
る
イ
ン
パ
ク
ト
・
ホ
ー
ル
と

な
り
そ
う
だ
。

ｈ

1 0 月５日、ワールド記念ホールのオープニング。勇ましい『こだま太鼓』の響きが、開館の刻( とき) を告げた。

ｌ
わ
れ
わ
れ
の
夢
見
る
２
０
０
１
年
と
は
、
何
だ
ろ
う
。

皿
世
紀
に
ひ
ら
け
愚
神
々
し
い
夜
珊
け
１
．
そ
の
予
感

を
感
じ
な
が
ら
、
日
本
は
、
地
球
は
、
い
つ
ま
で
こ
の
混

迷
を
つ
づ
け
る
の
か
。
そ
の
迷
宮
の
ト
ン
ネ
ル
を
や
り
す

ご
し
た
と
き
、
一
斎
に
ひ
ろ
が
る
解
き
放
た
れ
た
世
界
。

そ
れ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
の
よ
う
に
、
皿
月
７
日
、
神

戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
で
、
地

球
復
活
祭
《
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
》
が
催
さ
れ
、
約
２
万
人
の

観
客
が
こ
の
日
、
未
来
都
市
の
幻
想
に
酔
っ
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
菊
地
武
夫
と
、
音
楽
家

の
坂
本
龍
一
、
日
本
の
２
つ
の
才
能
が
こ
の
宇
宙
的
イ
ベ

ン
ト
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
い
う
だ
け
に
、
凝
り
に

凝
っ
た
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
終
始
わ
れ
ん
ば
か
り
の
拍

手
に
ホ
ー
ル
内
は
湧
い
た
。

構
成
第
１
部
は
、
現
代
社
会
そ
の
も
の
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
機
械
文
明
が
も
た
ら
し
た
末
期
的

世
界
…
…
。
ス
ピ
ー
カ
ー
・
タ
ワ
ー
か
ら
突
然
、
吐
き
で

凶型日

商語麺厚乃

■

亀Ｉ
…i鋼,Ｉ

脳
紗
＃

‐
・
‐
識
．
〆
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1V。

‘ノｋ

、

三

、

誇今罰
ミジ

ァ罫弓

、

誇今罰
ミジ

ァ罫弓

箪
帥錐

露～
ー

＄＄ム
Ｉ則$ － 鐘ilJl１

［

女

”

『辱当

爵， 職皇ａ
ワ

ｒ
帝

る
支
配
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
そ
れ
は
地
の
底
か
ら
響
き
渡

る
悪
魔
的
な
声
だ
。
ビ
デ
オ
と
鳴
り
響
く
サ
イ
レ
ン
と
モ

ー
タ
ー
ギ
ャ
ン
グ
た
ち
に
よ
る
破
壊
と
戦
争
。
都
市
の
残

骸
の
中
に
人
間
た
ち
の
裸
の
存
在
が
再
生
へ
の
渇
望
と
な

っ
て
聯
き
、
や
が
て
未
来
都
市
〈
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
〉
が
出

現
す
る
。
ポ
ッ
パ
ー
ダ
ン
サ
ー
ズ
の
華
麗
な
踊
り
と
、
ジ

ェ
フ
リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
率
い
る
ゴ
ス
ペ
ル
チ
ー
ム
の
祈
り
と

歓
喜
の
歌
声
の
中
、
菊
池
武
夫
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
華
麗
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
く
り
広
げ
ら
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

と
な
っ
た
。

上／夜明け、誕生、そして再生、崇高な宇宙
からの｢ 生命｣ の光をあびて。下／バレー

２激誉パーズによる『生命当窒豊濡璽i露と歓喜。 ‘
農

踊り

宮Ⅱ峰' ' 1 鰹 ヨ

詞誉求ij ｽ⑨出隔･‘鮪蜘懲，

A 1
ＤＰ

Ｉ／＃ 上／宮崎市長が挨拶、美しい新体操も登場、
下右／凪閲さんの歌声と左はふるさとの踊り

Ｉ
，

,磯

1１

［

４

傍
破
壊
と
戦
争
、
そ
し
て
、
ゴ
ス
ペ
ル
チ
ー
ム
が

一
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
の
誕
生
を
高
ら
か
に
歌
う
…
…

醤，wi
iiL.，
醤，wi
iiL.，

淳

昼

騨瞬認Z 篤撫、
両氏が登場､ 喝采の渦となった。

！ 蝿

■

■

昏
回
則
§
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お
箸
の
温
潟
さ
と
奈
良

吉
野
・
下
市
を
訪
ね
て

甲

ゲ
ナ
○
刈

伝
統
一
Ｉ
牛
貰
を
守
り
つ
づ
け
る
〃
名
巧
〃
に
出
あ
う

る

圃

ｌ
日
本
人
の
食
生
活
に
き
り
は
な
せ
な
い
お
箸
そ
の
起
源
は
古
く
人
類
が
火
を
用
い
始
め
た
頃

鉄
や
竹
製
の
ピ
ン
セ
ッ
ト
型
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
さ
て
、
木
の
割
り
箸
は
、
後
醍
醐
天
皇
が
大
和
に
吉

く
、
一

野
朝
を
開
い
た
時
、
里
人
が
朝
夕
の
供
御
（
食
事
）
に
名
産
の
吉
野
杉
を
削
っ
て
献
上
し
た
の
が
始
ま
り
。

つ
い
り
さ
ら
ば
Ｌ

以
後
、
千
利
久
の
茶
道
の
発
展
に
伴
っ
て
、
明
治
に
は
一
本
ず
つ
対
に
な
っ
た
利
剛
体
箸
が
全
国
の
高
級
料

亭
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
の
よ
う
に
大
衆
食
堂
に
ま
で
割
り
箸
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
戦
後
、
マ
ツ
や
カ
バ
を
用
い
た
機
械
製
品
が
普
及
し
た
、
こ
の
卯
数
年
の
こ
と
で
あ
る
。

園声一

ク
ラ
フ
ト
・
ル
ポ

■
杉
の
香
た
だ
よ
う
大
和
路
、
お
箸
の
ル
ー
ツ
を
探

国

垂
一
電
雲
舎

・
一
幸
、

｜
秀
一
弓
》
評
﹇
毎

一
語
隼
》
雪
、
蝋

夢

吉野杉箸の伝統工芸を守りつづける名巧、東季利さん。丹精こめた箸づくりに力が入る。

皿

ｌ
現
在
割
り
箸
の
需
要
は
年
闇
刷
億
膳
（
ぜ
ん
）
を
越
え

る
と
い
わ
れ
て
い
る
．
世
界
の
人
口
、
妬
億
人
の
う
ち
、
ナ
イ

フ
と
フ
ォ
ー
ク
を
使
う
文
化
人
口
が
約
％
、
手
づ
か
み
の
食
文

化
が
％
、
残
り
％
が
箸
文
化
人
口
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
箸

の
文
化
、
食
生
活
の
中
に
日
本
人
の
美
意
識
が
ひ
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
だ
。

吉
野
と
い
え
ば
、
桜
の
名
所
と
し
て
有
名
だ
が
、
吉
野
杉
の

香
り
高
い
里
、
下
市
村
は
「
割
り
箸
の
町
」
と
し
て
、
古
来
、

全
国
に
名
高
か
っ
た
が
、
今
は
、
こ
の
手
づ
く
り
の
伝
統
産
業

を
守
り
つ
づ
け
る
名
人
も
数
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

阪
神
高
速
大
阪
環
状
線
か
ら
松
原
を
ぬ
け
て
、
西
名
阪
自
動

車
道
を
東
へ
・
大
和
郡
山
Ｉ
．
Ｃ
を
出
て
、
型
号
線
を
南
へ
、

大
和
三
山
で
知
ら
れ
る
耳
成
山
、
天
香
久
山
を
左
に
、
敏
傍
山

を
右
手
に
橿
原
市
を
ぬ
け
る
と
、
高
松
塚
古
墳
で
有
名
に
な
っ

た
明
日
香
の
里
、
壷
阪
霊
験
記
の
壷
阪
寺
を
す
ぎ
、
く
す
り
の

町
、
高
取
町
を
ぬ
け
て
一
路
、
下
市
町
へ
…
．

吉
野
川
（
紀
ノ
川
）
の
せ
せ
ら
ぎ
美
し
い
晩
秋
の
川
畔
に
吉

野
物
産
、
箸
間
屋
ヨ
シ
イ
が
あ
る
。
吉
野
生
ま
れ
で
２
代
目
と

い
う
ョ
シ
イ
の
吉
井
敬
二
さ
ん
に
、
下
市
の
案
内
を
お
願
い
し
た
。

曲

秋
空
冴
え
わ
た
る
緑
の
下
、
材
木
置
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、

ま
だ
水
気
を
お
び
て
赤
く
小
割
り
に
し
た
角
棒
が
数
ｍ
本
ず
つ

た
ば
ね
ら
れ
、
ま
る
で
、
大
輪
の
花
が
ひ
ら
い
た
よ
う
な
様
子

で
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
あ
れ
は
赤
柾
の
杉
箸
を
天
日
で
干
し
て
い
る
ん
で
す
」
と
、
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顔
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一

■
四

謬
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誇
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曇
Lｄ

田霧雪

あ

蕊神戸j錐裟
神戸市兵庫区松本通３丁

ｑｂ

弓!"‘錘躍
運凸

叱
甫
建
蔀

一
一 ▲吉井さんの手には角箸の小割りの一束。

< 左はお箸のいろいろ。多種多様だ。

一一~ _三』

》
の
一

面
「

副
乃巴や

侭

全国の名料亭へ直売
いろんなお箸のオー
承ります。

豆

＝叩

態Ｌ灘

ＴＥＬＯ７８－５２１－７７８１
ＦＡＸＯ７８－５３１- 5 8 8 4 逸品集( 4 , 0 0 0 円）

-戸一

季利さんの四面取りのあと、奥さんが面取り作業を進める。

ｒ

お正月の鏡もちを並べる三宝( さんぽう) も、吉野の名産。
これは吉野桧で作る。

ｉ電;:『画塗幽声
減

＆

▲原材から木皮( こわ) に｡ ▲柾びき機で木皮を
下は機械による割り箸カマポコ状にした
作り。後、小割りにする。

▲赤柾の角箸( 小割り) を天日で干す。
まるで大輪の花が咲いたようだ。

吉
井
さ
ん
・
「
こ
れ
か
ら
ご
案
内
し
ま
す
」

家
屋
の
奥
に
入
る
と
、
老
人
夫
婦
が
カ
ン
ナ
く
ず
の
向
う
に

い
た
。
数
少
な
く
な
っ
た
箸
職
人
の
名
人
、
東
季
利
（
ひ
が

し
す
え
と
し
）
（
鎚
歳
）
、
キ
リ
エ
さ
ん
夫
妻
だ
．
ほ
ど
よ
く
乾
い

た
小
割
の
原
材
を
扇
状
に
並
べ
、
カ
ン
ナ
で
四
面
の
ツ
ラ
を
き

れ
い
に
そ
ろ
え
て
い
く
。
カ
ン
ナ
と
木
の
擦
れ
る
音
と
と
も
に
、

紙
の
よ
う
に
薄
い
テ
ー
プ
状
の
カ
ン
ナ
削
が
こ
ぼ
れ
落
ち
る
。

美
し
い
杉
の
柾
目
が
現
わ
れ
、
プ
ー
ン
と
杉
の
香
が
漂
う
。

「
下
市
は
昔
か
ら
、
箸
づ
く
り
の
町
で
す
。
私
た
ち
は
み
ん
な

子
ど
も
時
分
か
ら
、
家
事
の
手
伝
い
と
同
じ
よ
う
に
、
親
た
ち

に
混
じ
っ
て
お
箸
づ
く
り
を
手
伝
っ
た
も
の
で
す
。
」

戦
後
、
復
員
し
て
か
ら
再
び
箸
づ
く
り
に
取
り
く
ん
で
別
数

年
。
し
か
し
、
箸
づ
く
り
の
伝
統
を
つ
ご
う
と
い
う
若
者
は
少

な
い
。
名
人
の
技
で
こ
そ
生
ま
れ
た
吉
野
杉
箸
、
そ
の
味
わ
い

の
深
さ
を
見
直
し
て
み
よ
う
。
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' 8 4 秋。冬新作バリー・舶来雑貨が
トア。ロード《クロス》に到着。
ぜひお立寄り下さい。

靴と舶来雑貨

世界の一流品をあつめた クロス
神戸トア・ロード壷078(391)1781三宮生田筋店冠078(331)5983
神戸ポートピアホテル・パレビアンカ２Ｆ壷0 7 8 ( 3 0 2 ) 1 5 5 8
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￥4,000
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￥３５００書様陶議鋳

蕊室

、 ノ

神戸ボー ﾄ ピｱ ﾎ ﾃ ﾙ 店

やきものにこめられた手づくりの温もり。それは贈る方のまごころを大切な光様へ伝えます
・流作家の作I Y 1 をはじめ、豊箆な品揃えの' ' １から心辿う‐品をお選びドさい

清水焼

霞舞絢絶
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酒
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１
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贈
る
金
盃

丹精こめた伝統の技術､ 熟成された風味…

ピー坐一．－－’

本社／神戸市溌区大石東町6 丁目3 缶1 号
T E L 神戸0 7 8 - 8 7 1 - 5 2 5 1 （代霊）
東京支店／県京都中央区新川1 丁目1 4 番5 号
ＴＥＬ東京０３－５５３－２６０１（代表）

■
■
■

棚iｌ'1iii酉 WWi日日

１ '1嬬'1嬬

あ 甲
南
癖転冨唱三≦室

り
= 宇一

１
９
９南 漬

可1,型Ｎ』 r扇濡|】

●樽に生きつく伝統の風格と風味
「化粧樽詰合せ」
・上品な風味､ 親しみ深い詰合せ
「化粧函詰合せ･松茸入甲南漬－，
･味､形ともI趣き豊かな極上‘Y，
「千成甲南漬｣ ( 小粒なすの奈良漬）

その他､ r 珍味･ 海の幸」など味とともに永年の
伝統を誇る高級奈良加の風味をご賞味ください。

金盃酒造株式会社

ノ

灘の名産､ 甲南漬をご進物､ ご家庭用にご利用ください

ｰ

、

ーー

本社神戸市東瀧区御影塚町３丁目９番電話代表（0 7 8 ）8 4 1 - 0 5 5 1 番
本店神戸市東灘区御影塚町４丁目４詩８号電話代表（0 7 8 ）8 4 1 - 1 8 2 1 悉

識ｉ
全需セット
Ｋ２

￥５，０００

創業明治３年
甲南漬・味酬白菱本舗

i 難のﾗ 言う酉

純金箔入一級純米酒二級
1 . 8 2 詰1 本1 . 8 4 詰1 本
美濃焼小鉢セット
5 客組 本店には『甲南演箕料館」を併

設しています（入嬬料無料）

高嶋酒類食品様式曹社

舞
語可

＆3塁旨］
L鱗胃域』

L鋲瞳麹

哩襲嘘

L忠‘
｜阪神鐙

雪埜豊悪寸息
バーＦ

１普口型
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蜘
点
と
タ
ブ
ロ
ー
４
点
の
構
成

で
い
ず
れ
も
こ
こ
２
，
３
年
の

間
に
習
練
の
た
め
に
描
い
た
も

の
。「

自
分
の
仕
事
を
第
三
者
に
観

て
も
ら
う
と
自
分
で
は
気
付
か

な
い
点
を
指
摘
さ
れ
、
勉
強
に

な
り
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
は
機

会
が
あ
れ
ば
発
表
の
場
を
持
ち

た
い
」
と
氏
が
語
る
よ
う
に
評

論
家
の
増
田
洋
氏
は
忠
実
に
描

写
し
た
作
品
と
印
象
を
象
徴
化

し
た
作
品
は
意
識
し
て
分
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
無
意
識
の
う
ち
に
融
合

化
し
て
お
り
、
今
向
の
作
品
展

は
大
切
な
節
目
だ
と
批
評
し
て

い
る
。
地
元
神
戸
で
の
活
動
が

期
待
さ
れ
る
。

★
十
四
年
ぶ
り
の
個
展
で

精
神
的
に
も
大
き
な
収
穫

一
水
会
会
員
の
上
尾
忠
生
氏

が
９
月
過
日
か
ら
一
週
間
、
地

元
の
大
丸
神
戸
店
美
術
画
廊
で

に
は
情
熱
的
に
奏
で
る
コ
ン
サ

ー
ト
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
ひ
と

す
じ
に
幅
広
い
活
動
を
続
け
て

い
る
吉
川
二
郎
さ
ん
。

フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
の
機
関

紙
「
ふ
あ
る
せ
え
た
」
も
昨
年

１
月
の
創
刊
以
来
、
、
月
で
配

号
を
迎
え
、
会
員
数
も
着
々
と

伸
び
て
嬉
し
い
声
。

「
来
春
に
恩
師
マ
ヌ
エ
ル
・
カ

ー
ノ
と
の
師
弟
デ
ュ
オ
が
決
ま

り
、
旭
月
館
日
に
ス
ペ
イ
ン
へ

出
発
し
ま
す
が
、
そ
の
前
に
２

日
の
西
宮
北
口
公
同
教
会
チ
ャ

ペ
ル
ホ
ー
ル
、
加
日
に
は
東
京

高
田
馬
場
『
真
空
間
ホ
ー
ル
』

で
リ
サ
イ
タ
ル
が
あ
り
、
何
だ

か
急
に
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
来
春
に
む
け
て
頑
張
り
ま

す
よ
」
と
意
欲
満
々
だ
。

口
問
い
合
せ
／
宝
塚
市
花
屋
敷
荘
園
１
の

３
の
７
念
０
７
２
７
（
９
３
）
８
６
８
４

。』泥ｅ
Ｂｆ色aｋ

Ⅷ
台
駐
車
可
能
な
パ
ー
キ
ン

グ
も
あ
り
、
カ
ー
マ
ニ
ア
に
と

っ
て
は
う
れ
し
い
お
店
で
あ
る

ド
ラ
イ
ブ
の
途
中
に
、
帰
り

に
彼
女
で
も
誘
っ
て
、
立
ち
寄

っ
て
み
て
は
い
か
が
か
な
。

☆
ギ
タ
Ｉ
の
弦
の
響
き
も
リ
サ

イ
タ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
冴
え
る

ス
ペ
イ
ン
の
伝
統
的
な
メ
ロ

デ
ィ
Ｉ
甘
く
切
な
く
、
と
き

☆
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
接
近
中

中
央
体
育
館
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大

会
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
会
場
と
な
る

鴬
》
鼠
》
繍
蹴
猟

館
長
が
就
任
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
〃
観
る
″
か

ら
〃
体
験
す
る
″
も
の
へ
確
実

に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
当
市
立
中
央
体
育
館
で

も
、
市
民
の
方
々
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

施
設
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ニ

バ
ー
シ
ア
ー
ド
大
会
で
は
、
選

手
と
観
客
が
一
体
と
な
っ
て
ゲ

ー
ム
を
盛
り
あ
げ
て
ほ
し
い
」

と
力
強
く
語
っ
た
。

こ
の
体
育
館
の
あ
る
大
倉
山

は
文
化
ホ
ー
ル
あ
り
、
図
書
館

あ
り
と
い
っ
た
、
神
戸
文
化
の

核
と
な
る
と
こ
ろ
だ
け
に
、
一

人
で
も
多
く
の
人
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
だ
。

☆
こ
れ
か
ら
の
時
代
は

個
人
よ
り
グ
ル
ー
プ
で
す

「
個
人
の
力
で
こ
な
せ
る
仕
事

量
は
た
か
だ
か
し
れ
て
い
ま

す
。
も
っ
と
大
き
な
仕
事
を
や

り
た
い
の
で
仲
間
を
増
や
し
、

蝋
鑑

い
き
さ
つ
を
静
か
に
語
っ
て
く

れ
た
代
表
取
締
役
の
藤
谷
明
正

氏
。
彼
は
妬
年
間
一
人
で
デ
ザ

イ
ン
事
務
所
を
経
営
し
て
い
た

が
、
こ
の
ほ
ど
、
新
会
社
フ
ァ

ス
コ
を
設
立
し
た
。
主
な
業
務

内
容
は
、
空
間
お
よ
び
立
体
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ト
ー
タ
ル
な
デ

ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
で
、
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
画
の
製

作
、
さ
ら
に
都
市
環
境
整
備
の

提
案
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た

っ
て
い
る
。

☆
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ブ
リ
コ
が

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ
ン
ノ
．

家
庭
用
大
工
道
具
や
、
つ
り

用
品
な
ど
品
数
の
豊
富
さ
で
は

神
戸
で
も
ピ
カ
ー
の
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
ブ
リ
コ
が
、
こ
の
た
び

加
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

働
欝
織
淵
鵬
舛
一

《
…
１
オ
ー
プ
ン

し
た
。ブ

リ
コ
の
鈴
木
支
配
人
は

「
旧
館
東
隣
り
に
新
設
し
た
新

館
で
は
、
カ
ー
用
品
を
中
心
に

商
品
を
充
実
さ
せ
、
中
で
も
、

カ
ー
オ
ー
デ
イ
オ
、
タ
イ
ヤ
、

ホ
イ
ル
な
ど
を
新
た
に
取
り
扱

い
ま
す
。
旧
館
の
方
も
さ
ら
に

商
品
を
増
や
し
、
魅
力
あ
る
も

の
に
し
て
い
ま
す
」
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な
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
ぎ

さ
る
日
、
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
、
ス
ロ
ー
ロ
リ
ス
、
ア
ル
マ
ジ
ロ
、

キ
ン
カ
ジ
ュ
ゥ
、
モ
モ
ン
ガ
、
ヨ
ザ
ル
、
ガ
ラ
ゴ
と
、
夜
に
活
動

す
る
動
物
達
を
飼
育
し
い
る
夜
行
性
動
物
舎
で
、
キ
ン
カ
ジ
ュ
ウ

の
オ
ス
、
通
称
プ
リ
ン
が
オ
リ
か
ら
逃
げ
だ
し
、
行
方
不
明
に
な

っ
た
。す

ぐ
隣
り
で
は
ワ
ニ
や
我
々
大
人
の
太
も
も
位
も
あ
る
ア
ミ
メ

ニ
シ
キ
ヘ
ビ
（
長
さ
四
米
）
や
イ
ン
ド
ニ
シ
キ
ヘ
ピ
な
ど
を
飼
育

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
騒
ぎ
と
い
う
も
の
は
同
僚
の
公
休
日
と
い

う
忙
し
い
時
に
限
っ
て
ほ
ん
と
に
起
こ
る
も
の
だ
か
ら
「
気
を
抜

い
た
ら
あ
か
ん
／
」
の
だ
。

〔
三
角
関
係
で
別
居
中
の
キ
ン
カ
ジ
ュ
ウ
逃
げ
る
〕

〃
プ
リ
ン
″
こ
と
キ
ン
カ
ジ
ュ
ウ
の
オ
ス
。
（
ア
ラ
イ
グ
マ
の
仲

間
。
中
南
米
産
）
実
は
、
ラ
イ
バ
ル
の
オ
ス
、
〃
ゴ
ン
太
〃
に
、

メ
ス
二
頭
共
独
り
じ
め
さ
れ
、
見
る
も
無
残
な
程
、
咳
み
つ
か
れ

ひ
と
時
入
院
治
療
を
受
け
た
が
、
も
は
や
ゴ
ン
太
や
メ
ス
達
と
同

鍵

識

日
は
帰
宅
す
る
こ
と
に
し
た
。

鴬鍵蚤

鶏懇

ナ
ナ
な
ど
熱
帯
植
物
の
茂
る
根
っ
子
に
丸
く
な
っ

爵
f掴、

瀞

に
違

人気上昇中のレッサーパンダ。右頁は錘者に抱かれてゴキケンのキンカジュウ・プリン

折
り
し
も
最
も
食
欲
旺
礎
な
九
月
初
旬
の
こ
と
、
動
く
物
に
対

し
て
は
、
掃
除
に
も
入
れ
な
い
程
、
と
び
つ
い
て
く
る
彼
等
の
季

節
だ
。
も
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
何
と
上
司
に
報
告
す
れ
ば
い
い

だ
ろ
う
か
。

絶
対
に
な
い
の
で
、
自
ら
戻
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
そ
の

居
す
る
こ
と
不
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
プ
リ
ン
一
頭
だ
け
を

小
さ
な
箱
オ
リ
の
中
で
飼
っ
て
い
る
。
い
や
、
そ
の
小
さ
な
箱
オ

リ
の
中
の
プ
リ
ン
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

で
き
れ
ば
、
一
族
の
中
に
戻
し
て
や
り
た
い
の
で
夜
行
性
動
物

を
世
話
す
る
台
所
の
隅
に
プ
リ
ン
の
箱
オ
リ
が
置
い
て
あ
る
。

弱
い
子
に
は
余
計
に
お
い
し
い
物
を
食
べ
さ
せ
、
や
さ
し
く
し

て
や
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
プ
リ
ン
は
、
抱
け
る
ま
で
に
馴
れ
、

畜
産
科
の
実
習
生
た
ち
も
抱
い
て
は
よ
く
記
念
撮
影
を
楽
し
ん
で

い
た
。

「
オ
ー
イ
、
プ
リ
ン
。
ど
こ
へ
行
っ
た
ん
や
ノ
．
」

い
く
ら
呼
ん
で
も
応
答
が
な
い
。
ど
う
せ
夜
が
明
け
た
ら
、
（

「
こ
ら
あ
か
ん
。
プ
リ
ン
か
ら
出
て
き
て
も
ら
う
し
か
な
い
」

と
、
好
物
の
ブ
ド
ウ
や
バ
ナ
ナ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
ど
っ
さ
り
餌
箱

ず
食
わ
ず
で
は
生
き
ら
れ
な
い
の
に
、

第
二
日
目
、
や
は
り
プ
リ
ン
は
呼
べ
ど
も
答
え
ず
、
全
く
姿
を

見
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
第
三
日
目
、
そ
れ
に
し
て
も
飲
ま

に
な
る
こ
と
が
あ
っ

今
だ
か
ら
明
か
そ
う
。

に
お
い
て
も
全
く
手
を
つ
け
て
い
な
い
の

。
何
せ
太
陽
熱
利
用
の
動
物
舎
だ
か
ら
地
下
も
天
井
も
複
雑

に
足
跡
や
フ
ン
が
落
ち
て
な
い
だ
ろ
う
か
、
私
は
今
日
も
探
し
回

だ
。
そ
の
上
、
少
々
気

の
出
入
ロ
シ
ヤ

い
０

て
眠
っ
て
い
る

っ
た

「
ま 一
‐
あ
の
ア
ミ
メ
ニ
シ
キ
ヘ
ビ
の
腹
が
え
ら
い
大
き
い
／
・

い
な
い
。
「
プ
リ
ン
、
餌
お
い
と
く
か
ら
帰
る
ぞ
」
動
物
舎

姿
を
見
せ
な
い
。
ど
こ
か

さ
か
、
あ
の
ニ
シ
キ
ヘ
ビ
が
…
…
－１

っ
し
り
、
我
々
人
間
さ
ま
は
入
り
こ
め
な

ツ
タ
ー
を
閉
め
れ
ば
、
も
う
屋
外
に
出
る
こ
と
は

た
Ｃ

「
ほ
ん
と
に
心
配
し
ま
し
た
」

９
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だ
が
、
仔
細
に
見
て
回
る
う
ち
、

の
扉
に
小
さ
な
足
跡
を
私
は
見
つ
け
た
。

「
や
は
り
ど
こ
か
に
い
る
」

続
い
て
探
す
う
ち
、
「
あ
っ
た
、
あ
っ
た
。
あ
り
ま
し
た
／
」

電
話
機
の
あ
る
机
の
端
っ
子
に
小
さ
な
ウ
ン
コ
が
コ
ロ
リ
と
落
ち

て
い
た
の
だ
。

〔
や
さ
し
く
誘
っ
て
だ
め
な
ら
威
し
て
や
れ
／
・
〕

そ
の
ウ
ン
コ
を
見
れ
ば
、
プ
リ
ン
は
、
私
の
置
い
た
も
の
に
は

口
を
つ
け
ず
に
、
あ
ち
こ
ち
で
拾
い
喰
い
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

と
、
思
い
つ
い
た
の
が
、
見
か
け
な
い
も
の
を
、
プ
リ
ン
が
潜
ん

っ
た
か
ら
、
私
も
負
け
て
は
お
れ
な
い
。

よ
し
、
そ
れ
な
ら
プ
リ
ン
の
怖
が
る
こ
と
を
仕
掛
け
て
や
れ
ノ
．

で
い
る
は
ず
の
台
所
に
お
い
て
や
る
こ
と
や
ノ
．

ち
ょ
う
ど
運
よ
く
大
声
で
鳴
く
ヤ
ギ
を
飼
育
中
の
私
は
、
そ
の

子
ヤ
ギ
の
〃
夏
ち
ゃ
ん
″
を
朝
早
く
プ
リ
ン
が
い
そ
う
な
所
へ
連

れ
て
い
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
。

「
キ
ュ
ッ
、
キ
ュ
ッ
、
キ
ュ
ッ
、
キ
ュ
ッ
ノ
．
」
と
声
を
出
し
な
が

ら
、
暗
闇
の
天
井
か
ら
ス
ル
ス
ル
と
降
り
て
き
て
私
の
足
元
に
し

が
み
つ
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
プ
リ
ン
、
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
。
聖
フ
出
て
き
て
く
れ
た
」

私
は
誰
も
い
な
い
ニ
シ
キ
ヘ
ピ
舎
の
前
で
ひ
と
し
お
プ
リ
ン
が

無
事
だ
っ
た
こ
と
に
胸
を
な
で
降
ろ
し
て
い
た
。

〔
エ
ッ
、
あ
の
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
が
逃
げ
た
〕

お
粗
末
な
こ
と
ば
か
り
が
続
い
て
お
叱
り
を
う
け
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
今
こ
う
し
て
記
す
こ
と
は
事
故
が
ほ
ん
の
僅
か
な
こ
と

が
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
、
思
い
浮
か
べ
今
後
の
事

故
防
止
に
役
立
た
せ
た
い
か
ら
で
あ
る
。

レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
も
ま
た
、
担
当
者
の
い
な
い
時
の
正
午
頃
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

「
パ
ン
ダ
が
逃
げ
て
木
に
登
っ
て
い
る
」
と
い
う
報
ら
せ
を
入
口

事
務
所
か
ら
受
け
た
の
だ
。

「
あ
っ
、
は
い
。
そ
う
で
す
か
／
」
と
返
事
を
し
て
い
る
そ
の
班

の
飼
育
員
、
受
話
機
を
お
い
て
か
ら
、
「
何
時
も
あ
の
柳
の
木
に
登

っ
て
遊
ん
で
い
る
の
だ
が
．
．
…
・
」
と
、
確
認
に
走
っ
た
。
三
分
後

「
や
っ
ぱ
り
外
の
木
に
登
っ
て
い
る
よ
う
だ
／
、
」
と
連
絡
し
て
き
た

行
っ
て
見
れ
ば
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
の
周
辺
は
人
だ
か
り
で
い
っ

ぱ
い
。
実
は
運
動
場
に
植
え
て
あ
る
竹
や
柳
の
木
が
大
き
く
な
っ

て
パ
ン
ダ
舎
の
屋
根
に
ま
で
枝
が
の
び
て
い
た
の
だ
。
そ
こ
を
、

ひ
ょ
い
と
飛
び
降
り
、
屋
根
伝
い
に
外
に
出
て
、
次
に
桜
の
大
木

に
よ
じ
登
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

放
っ
て
お
け
ば
自
ら
降
り
て
き
た
は
ず
だ
が
、
大
騒
ぎ
に
な
っ

た
お
客
さ
ま
の
人
だ
か
り
に
と
う
と
う
夕
方
ま
で
降
り
て
は
く
れ

な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
無
事
に
戻
っ
た
が
。

キ
ン
カ
ジ
ュ
ー
は
、
上
下
の
カ
ギ
の
内
、
上
は
か
か
っ
て
い
て

も
下
が
ミ
ス
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
プ
リ
ン
は
全
身
で
押
し
、
こ

じ
あ
け
て
逃
げ
だ
し
て
い
た
。
ま
た
、
パ
ン
ダ
は
の
び
た
柳
の
木

の
枝
の
勇
定
の
遅
れ
が
原
因
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

カ
メ
の
い
る
附
近
の
柱
や
鉄逃げ出したレッサーパンダは、澄ました顔で木に登っていた

１
１２０
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自然の恵みを
湯けむりに伝える

テニスでいい汗
いい､ 湯にとっぷり
味に集う

☆
昔
、
茶
会

今
ラ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

豊
臣
秀
吉
が
大
坂
城
に
あ
っ
て
天
下
に
号
令

を
か
け
て
い
た
頃
、
秀
吉
を
は
じ
め
重
臣
が
打

ち
揃
っ
て
有
馬
温
泉
に
逗
留
し
、
あ
た
か
も
有

馬
温
泉
が
国
政
の
中
心
と
な
っ
た
観
を
呈
し
た

時
期
が
あ
っ
た
。

秀
吉
が
こ
と
の
ほ
か
有
馬
温
泉
を
愛
し
た
こ

と
は
、
現
在
入
手
で
き
る
幾
多
の
資
料
に
よ
っ

て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
文
禄
三
年

（
一
五
九
四
年
）
の
『
言
経
卿
記
』
の
記
述
。

「
四
月
二
十
九
日
、
太
閤
秀
吉
、
有
馬
二
湯
治

セ
ン
ト
シ
、
先
ヅ
側
室
京
極
氏
ヲ
入
湯
セ
シ
メ
、

是
日
、
秀
吉
湯
山
一
一
入
ル
、
前
田
利
家
・
蒲
生

氏
郷
等
眉
従
ス
」

さ
ら
に
『
家
忠
日
記
』
に
も
、
「
四
月
廿
九

日
、
秀
吉
有
馬
ノ
温
泉
二
入
湯
ス
、
（
中
略
）

五
月
十
二
日
、
太
閤
秀
吉
、
有
馬
ヨ
リ
大
坂
二

帰
ル
」
と
あ
り
、
『
太
閤
記
』
秀
吉
公
有
馬
；
治

之
事
に
は
、
「
卯
月
廿
九
日
御
湯
治
に
付
て
、
れ

き
く
の
御
伽
衆
十
九
人
被
召
列
、
御
慰
の
か

･THhA柵PA。

湯の町
有馬歳時記

ず
ノ
、
云
は
ん
か
た
も
な
し
、
御
逗
留
中
、
方

々
よ
り
捧
物
其
数
を
し
ら
ず
、
有
馬
中
へ
鳥
目

二
百
貫
、
湯
女
共
に
五
十
貫
被
下
、
谷
中
の
に

ぎ
は
ひ
い
と
目
出
見
え
て
、
五
月
十
二
日
御
上

り
な
さ
れ
け
り
」
と
、
こ
の
二
十
七
日
間
に
わ

た
る
逗
留
が
重
臣
を
引
き
つ
れ
て
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

こ
の
年
の
十
二
月
八
日
に
も
秀
吉
は
有
馬
温

泉
を
訪
れ
て
い
る
。

「
十
二
月
八
日
、
太
閤
秀
吉
、
有
馬
二
湯
治
シ
、

是
日
、
地
下
人
ノ
進
物
ヲ
自
粛
セ
シ
ム
、
ツ
イ

デ
、
新
殿
造
営
ノ
タ
メ
壊
チ
タ
ル
在
家
六
十
五

軒
ノ
、
地
子
・
年
貢
ヲ
免
ズ
」

「
ゆ
の
山
二
御
て
ん
た
ち
申
侯
、
御
屋
し
き
二

（
好
）

な
り
申
候
い
ゑ
六
拾
五
間
の
も
の
共
二
、
御
年

貢
米
百
石
く
た
さ
れ
候
割
張
、
文
禄
三
年
十
二

月
十
日
」
（
『
余
田
文
書
」
）

「
ゆ
の
山
一
一
御
て
ん
た
ち
申
候
、
御
屋
し
き
に

（
軒
）

な
り
申
候
い
ゑ
六
拾
五
間
こ
わ
し
申
侯
、
御
地

子
の
し
ろ
か
ね
御
免
分
、
文
禄
三
年
十
二
月
十

日
」
今
余
田
文
書
』
）

秀
吉
の
有
馬
温
泉
入
湯
は
、
こ
の
よ
う
に
、

あ
た
か
も
居
城
が
有
馬
に
お
か
れ
た
か
の
趣
き

が
あ
り
、
〃
凝
似
遷
都
″
と
言
え
そ
う
だ
。

神
戸
市
は
現
在
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市

（
会
議
見
本
市
都
市
）
づ
く
り
を
目
指
し
て
胎

動
し
て
い
る
が
、
す
で
に
四
百
年
前
、
秀
吉
は

有
馬
で
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
い
た
と

ＴＥＬ(078)904-0731

銀 水荘

一
万

灘
4 0 0 年前、有馬にコン
ベンションを誘致した
太閤秀吉

くつろぎの宿

ＴＥＬ(078)904-0675
ＴＥＬＥＸ５６２７－１１５

別館

国際観光旅館

ＴＥＬ(078)903-1.024

*遣りの稿醗勤詩坊
ＴＥＬ(078)904-0551

有馬の歴史を語り続ける｢ いで湯の宿」

ＴＥＬ(078 ) 9 0 4 - 3 6 5 6

静寂さにつつまれた

１
１２２
１失禁

政府笠録、隙肌光旅館 別館楽山
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欽山は典雅な
日本風の館です

国際観光旅館

簿敏山

い
え
よ
う
。
秀
吉
は
ま
た
、
有
馬
温
泉
で
茶
会

を
催
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

『
宗
及
茶
湯
日
記
』
に
よ
る
と
、
天
正
十
三
年

（
一
五
八
五
年
）
の
一
月
十
七
日
、
秀
吉
は
有

馬
へ
湯
治
に
行
き
、
石
川
伯
者
、
宗
易
、
宗
及

ら
と
と
も
に
茶
会
を
開
い
て
い
る
。
天
正
十
八

年
（
一
五
八
九
年
）
十
月
四
日
に
は
、
千
利
休
、

小
早
川
隆
景
、
有
馬
法
印
ら
を
招
い
て
善
福
寺

で
開
い
た
。

「
太
閤
を
偲
ぶ
有
馬
大
茶
会
」
が
始
っ
た
の
は

昭
和
二
十
九
年
の
こ
と
。
毎
年
、
紅
葉
の
美
し

い
十
一
月
二
・
三
両
日
に
開
か
れ
て
い
る
。

本
来
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
と
は
内
外
か
ら

大
小
幾
多
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
誘
致
し
、
会

議
や
見
本
市
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都

市
の
活
性
化
を
促
し
、
利
潤
を
追
求
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
現
在
の
有
馬
温
泉
は
、
有
数
の
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
基
地
だ
と
言
え
よ
う
。

＜有馬温泉大学からのお知らせ＞

当有馬温泉大学も創立以来すでに５年の歳
月を経、本年1 1 月2 5 日（日）５回目の開講と
なりました。
思いおこせば、温泉の魅力をとりわけ若い

方々に知っていただこうとの主旨で始まりま
した当大学も、これまで芸道篇（男' 性対象）
シェイプアップ篇（女‘性対象）などといろい
ろと趣向を凝らしてまいりました。有馬温泉
のもつ魅力のすべてをカリキュラムに取り入
れ、ずい分と好評をいただきました。
さて、本年は、受講生の皆さま方と一緒に

私どもも勉強をしようと真面目に( ？) 考えて
います。女子大生の間で温泉への関心が高ま
っているとの新聞記事を目にしたこともあ
り、どうすれば若い層をさらに有馬温泉へ引
きつけられるかをいろいろと学びたいと思っ
ております。
受講生の募集中については、有馬温泉観光

協会青年部までご連絡を下さい。
有馬温泉大学学長風早和喜

くご連絡は9 0 4 - 0 5 0 1 兵衛向陽閣まで＞

「
有
馬
大
茶
会
」
は
、
両
日
で
延
べ
二
千
人
の

茶
道
愛
好
家
で
賑
わ
う
。
無
論
、
こ
れ
自
体
が

一
つ
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

有
馬
温
泉
に
は
規
模
の
大
小
は
あ
る
が
、
約

三
十
軒
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

に
客
室
の
他
、
各
種
の
宴
会
施
設
を
も
っ
て
い

る
。こ

れ
ら
を
う
ま
く
連
携
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
、
都
市
近
郊
で
あ
り
な
が
ら
自
然
の
豊
か

さ
を
伴
せ
も
つ
、
ま
た
と
な
い
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
基
地
と
し
て
稼
動
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

今
年
の
十
一
月
二
。
三
両
日
、
有
馬
温
泉
で

は
大
茶
会
が
開
か
れ
る
。
そ
れ
は
美
し
い
自
然

の
中
の
華
や
い
だ
点
景
で
あ
る
が
、
か
っ
て
太

閤
秀
吉
が
有
馬
の
地
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
た

よ
う
に
、
二
十
一
世
紀
を
目
指
す
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
都
市
神
戸
の
一
翼
を
担
う
有
馬
は
、
今
、

新
た
な
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
だ
。

会議ｾﾐﾅｰから御家族づｵ'まで
有島プランリニホラヵレ

ＴＥＬ(078)904-0181

敷地内から湧きでる
１１本最古の温泉"有‘略温泉”

阪急ホテルチェーン

有馬ｰ ﾆ ざ- 配一万i 冠テル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と淡芸と遊技場

有馬ヘルZ < セン辱＝
ＴＥＬ(078)904-2291

結婚式場を完備しています

態伝統と袴式を誇‘
冬斎
1 劃陽間
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹ＴＥＬ(078)904-0701㈹

123

雅ただようくつろぎの館
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感
が
も
て
る
よ
う
な

家
庭
で
あ
り
、
里
子

た
ち
は
そ
の
よ
う
な

家
庭
の
な
か
で
明
か

る
く
、
の
び
の
び
と

育
て
ら
れ
た
姿
が
浮

か
ん
で
き
た
。
成
人

し
た
里
子
た
ち
の
現

在
の
社
会
人
と
し
て

の
生
活
も
、
収
入
や

友
人
関
係
に
も
恵
ま

れ
、
安
定
し
た
暮
ら

し
を
送
っ
て
い
る
。

毎
週
一
回
神
戸
新
聞
の
「
あ
な
た
の
愛
の
手
を
」
の
コ
ー
ナ
ー

と
、
ラ
ジ
オ
関
西
の
「
里
親
さ
が
し
の
時
間
」
の
番
組
で
、
兵
庫
県

下
を
対
象
に
家
庭
を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
里
親
を
求
め
る
〃
愛

の
手
運
動
″
を
続
け
て
犯
年
に
な
る
。
今
日
ま
で
に
こ
の
活
動
を

通
し
て
里
親
に
引
き
と
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
数
は
約
七
五
○
人

に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
長
い
歳
月
を
経
る
と
小
さ
か
っ
た
子
ど
も

た
ち
も
成
長
し
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
里
親
も
そ
れ
だ
け

齢
を
重
ね
て
い
る
。
協
会
で
は
加
周
年
を
迎
え
た
一
昨
年
か
ら
、

こ
の
活
動
を
通
し
て
引
き
と
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
の
後
ど

ん
な
生
活
を
し
、
社
会
人
と
し
て
ど
う
い
う
よ
う
な
人
生
を
歩
ん

で
い
る
の
か
を
ぜ
ひ
と
も
知
り
た
い
と
考
え
、
子
ど
も
た
ち
と
里

親
の
そ
の
後
の
追
跡
調
査
を
試
み
る
準
備
を
始
め
て
い
た
。

調
査
対
象
者
は
、
協
会
の
神
戸
事
務
所
を
通
し
て
兵
庫
県
下
の

里
親
家
庭
に
引
き
と
ら
れ
、
里
親
と
三
年
以
上
暮
ら
し
た
経
験
の

あ
る
肥
歳
以
上
の
か
つ
て
の
里
子
（
成
人
里
子
）
た
ち
と
そ
の
里

親
で
あ
る
。

二
十
年
間
の
資
料
の
中
か
ら
対
象
者
の
抽
出
を
し
、
基
礎
デ
ー

タ
の
整
理
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
製
、
依
頼
状
の
発
送
、
調
査
員
の

研
修
な
ど
の
準
備
を
経
て
、
調
査
に
入
っ
た
の
は
今
年
の
一
月
か

ら
で
あ
っ
た
。
調
査
は
面
接
方
式
と
し
、
対
象
者
を
一
人
一
人
訪

ね
て
回
り
、
調
査
員
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
を
記
入
す
る
こ
と
に

し
た
。
対
象
者
や
回
答
者
の
内
訳
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
が
、
成

人
し
た
か
っ
て
の
里
子
た
ち
の
居
住
地
は
兵
庫
県
下
の
各
地
域
の

み
な
ら
ず
、
北
海
道
、
九
州
、
四
国
、
中
部
、
関
東
地
方
に
も
お

よ
ん
で
い
る
た
め
、
彼
ら
の
足
跡
を
た
ど
り
、
訪
ね
て
回
る
の
は

大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

五
月
に
調
査
が
終
わ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
集
計
結
果
を
分

析
し
、
調
査
検
討
委
員
会
で
内
容
の
検
討
、
報
告
書
の
草
稿
、
そ

し
て
「
成
人
里
子
の
生
活
と
意
識
ｌ
里
親
家
庭
に
お
け
る
親
と

子
の
追
跡
調
査
報
告
」
が
刷
り
あ
が
っ
た
の
が
加
月
。
ち
ょ
う
ど

里
親
月
間
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
調
査
結
果
の
詳
細
は
報
告
書
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
い
く

つ
か
の
主
な
柱
を
の
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
里
子
時
代
に
過
ご
し
た
里
親
の
家
庭
は

経
済
的
に
も
安
定
し
、
夫
婦
仲
も
よ
く
、
家
族
の
連
帯
感
・
一
体

＜調査対象者および回収数＞

１
１２４
１

｜対象着数
里子

里父

里母

計

123

1０７

121

351

回収数

6７

6４

9４

225

回収率
(％）

54.5

59.8

77.7

64.1

橋
本
明
＃
法
人
一
鎌
腿
蕊
繊
拠
進
協
会
軍
務
脇
瞳
〉

「
成
人
里
子
の
生
活
と
意
識
」

里
親
家
庭
に
お
け
る
親
と
子
の
追
跡
調
査
報
告

韓
神
戸
を
福
祉
の
街
に
命
〉
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そ
の
背
景
に
は
里
子
た
ち
を
懸
命
に
育
て
、
今
日
ま
で
支
え
つ
づ

け
て
き
た
里
親
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
愛
情
が
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
里
親
子
の
姿
は
一

般
家
庭
の
親
子
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
成
人
里
子
の
姿

も
一
般
の
青
年
と
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。
血
の
つ
な
が
ら
な
い
里

親
と
里
子
と
い
う
関
係
は
一
般
の
目
か
ら
み
れ
ば
特
別
な
親
子
で

あ
り
、
特
殊
な
家
庭
と
い
う
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
の
調
査
か
ら
は
そ
ん
な
親
子
、
家
庭
像
は
浮
か
ん
で

こ
な
い
。
ご
く
普
通
の
親
子
と
し
て
生
活
を
営
ん
で
い
く
こ
と
が

里
親
制
度
の
目
的
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。も

う
一
つ
、
こ
の
調
査
で
は
施
設
出
身
者
と
の
比
較
を
少
し
試

み
て
み
た
が
、
資
料
が
少
な
く
、
限
ら
れ
た
資
料
の
な
か
で
の
比報告書作製のための打合せ、芝野松次郎氏（左から３人目）と協会職員

☆
お
し
ら
せ

今
年
度
の
神
戸
市
芸
術
祭
の
協
賛
行
事
と
し
て

「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
親
子
む
す
び
の
上
映
と
懇
談
会
」

左
記
の
よ
う
に
開
き
ま
す
。

日
時
十
一
月
二
十
九
日
（
木
）
午
後
二
時
’
五
時

場
所
シ
ア
タ
ー
ポ
シ
ェ
ッ
ト

参
加
費
五
○
○
円

参
加
ご
希
望
の
方
は
左
記
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

社
団
法
人
家
庭
養
護
促
進
協
会

電
話
（
○
七
八
）
三
四
一
’
五
○
四
六

較
な
の
で
十
分
な
考
察
は
で
き
な
か
っ
た
。

い
く
つ
か
気
が
つ
い
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
成
人
里
子

の
方
が
施
設
出
身
者
よ
り
も
学
歴
は
高
く
、
安
定
し
た
大
き
な
規

模
の
職
場
で
働
い
て
お
り
、
収
入
も
多
く
、
比
較
的
仕
事
に
も
満
足

感
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
両
者
の
間
に
、
育
っ

た
環
境
の
違
い
が
犬
き
く
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
血
縁
の
な
い
「
育
て
の
親
」
に
育
て
ら
れ

て
も
、
そ
の
親
の
戸
籍
に
入
籍
し
て
養
子
と
し
て
育
て
ら
れ
た
子

ど
も
と
、
入
籍
せ
ず
に
里
子
と
し
て
育
て
ら
れ
た
子
ど
も
を
比
べ

て
み
る
と
、
養
子
の
方
が
里
子
よ
り
も
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の

一
体
感
、
所
属
感
は
よ
り
強
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
成
人
里
子
の
調
査
は
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
他
に
例
が
な

く
、
海
外
で
も
数
少
な
い
調
査
で
あ
る
だ
け
に
、
今
後
さ
ら
に
ま

た
別
の
視
点
か
ら
も
分
析
、
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。こ

の
貴
重
な
調
査
を
実
施
す
る
た
め
に
「
社
会
福
祉
法
人
。
丸

紅
基
金
」
か
ら
助
成
を
受
け
、
報
告
書
の
出
版
に
は
「
財
団
法
人

こ
う
簿
へ
市
民
福
祉
振
興
協
会
」
か
ら
助
成
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
準
備
か
ら
報
告
書
の
完
成
ま
で
、
関
西
学
院
大
学
社

会
学
部
専
任
講
師
の
芝
野
松
次
郎
氏
か
ら
ご
指
導
、
ご
助
言
を
い

た
だ
い
た
。
そ
し
て
多
く
の
里
親
や
か
つ
て
の
里
子
で
あ
っ
た
人

た
ち
の
惜
し
み
な
い
協
力
の
お
か
げ
で
こ
の
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

あ
わ
せ
て
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。１

１２５
１
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マ
ン
ガ
・
小
島
功
の
好
色
一
代
男
／
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
レ
ビ
ュ
ー
／
オ
ラ
ク
ル
／
エ
ロ
チ
カ
辞
評

瀧跨職関I 璽議創造溌愚総沓雑誌／
ヤ
ン
グ
の
ぺ
‐
ジ
／
続
・
沙
羅
利
満
氏
の
経
済
教
童
ｌ
建
元
正
弘

関
西
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
・
工
Ｉ
ジ
・
タ
ウ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
／
西
日
本
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
／
力

ル
チ
ャ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
／
今
月
の
健
康
／
名
医
に
聞
く
／
パ
ー
テ
ィ
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／

カ
ラ
ー
持
集
錦
繍
の
京

潮ゆ 津心

塞逐
議議蕊議蕊議蕊蕊

写
真
家
／
山
本
健
三

126

大
阪
の
曲
り
角
Ｉ
木
津
川
計

評
伝
・
川
端
康
成
③
Ｉ
石
漬
悦
夫

上
方
味
覚
紀
行
Ｉ
楠
本
憲
吉

一
創
造
の
世
界
⑳
立
石
電
機
中
央
研
究
所

■オール関西株式会社/ 〒5 5 3 大阪市福島区福島3 丁目1 - 5 9 イカリビル3 階壷0 6 - 4 5 3 - 4 3 0 1

企特
画別
神
戸
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア

特
別
寄
稿
…
…
・
…
…
・
岡
部
伊
都
子

小
説
太
陽
の
発
見
者
〈
５
〉
…
阿
部
牧
郎

今
昔
絵
双
紙
〈
７
〉
田
辺
聖
子

ビ
ッ
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
‐
大
鵬
大
学
総
長
山
村
雄
一

瀕
磐
‐
ザ
オ
・
ウ
ー
キ
ー
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☆
神
戸
の
集
い
か
ら

’
1２７
１

★
北
野
町
の
ミ
ラ
ノ
の
風

バ
ル
バ
ス
、
３
周
年
に
集
う

イ
タ
リ
ア
メ
ン
ズ
モ
：
ド
の

★
作
陶
四
十
年
の
★
須
麿
寺
三
重
塔
再
建
奉
賛
神
戸
市
青
少
年
文
化
研
究
所
最
先
端
を
き
る
㈱
バ
ル
パ
ス
・

記
念
出
版
を
祝
う
小
池
義
人
管
長
墨
跡
展
開
く
所
長
の
梶
真
澄
さ
ん
が
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
神
戸

丹
波
立
杭
焼
の
陶
芸
家
・
市
秋
め
く
十
月
六
、
七
日
の
両
ほ
ど
『
現
代
青
少
年
問
題
入
店
が
３
周
年
を
迎
え
、
９
月
８

野
弘
之
さ
ん
が
、
こ
の
た
び
日
、
須
磨
寺
が
弘
法
大
師
一
一
門
』
を
出
版
（
弘
文
堂
刊
・
１
日
、
そ
の
記
念
パ
ー
‐
テ
イ
が
行

『
作
陶
四
十
年
市
野
弘
之
作
品
五
○
年
御
遠
忌
と
、
須
磨
寺
開
６
０
０
円
）
、
如
月
１
日
夜
、
な
わ
れ
た
。

石左より青木悠専務､ イタロ･ アラルデイ・石見店長

☆
神
戸
の
集
い
か
ら
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竹山清明
く生; 舌空間研究所長＞

元町まちづくりを考える

元町キャンペーン座談会
く12〉

ｌ
元
町
で
文
化
の
香
り
あ
る
町
づ
く

り
を
積
極
的
に
進
め
て
お
ら
れ
る
「
元

町
の
文
化
と
伝
統
を
守
る
会
」
が
結
成

さ
れ
て
、
早
や
９
カ
月
に
な
り
ま
す
。

今
日
は
、
同
会
の
事
務
局
長
の
島
田

さ
ん
を
は
じ
め
、
幹
事
の
み
な
さ
ん
に

お
集
り
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

の
推
移
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
元
町
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

テ
ィ
パ
ル
」
を
や
り
ま
し
た
。

山
根
あ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
成
功
で

し
た
ね
。
し
か
し
、
そ
ろ
そ
ろ
次
の
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
な
い
と
い
け
な
い
。

単
発
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

ん
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

渡
辺
「
元
町
愛
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
行
事
と
し
て
「
カ
リ

ョ
ン
の
鐘
」
の
完
成
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
「
カ
リ
ョ
ン
の
鐘
」
も
元
町
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
民
や
観
光
客
の
間

に
認
識
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
ね
。

横
山
も
う
一
つ
ぐ
ら
い
元
町
の
象
徴

と
な
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
ほ
し
い
。

高
橋
南
京
街
の
西
入
口
に
も
楼
門
を

つ
く
れ
ば
ぜ
つ
た
い
に
名
所
に
な
る
ん

で
す
け
ど
ね
。

竹
山
「
元
町
の
文
化
と
伝
統
を
守
る

☆
元
町
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

島
田
す
で
に
み
な
さ
ん
も
ご
存
知
で

し
ょ
う
が
、
阪
神
電
車
元
町
駅
西
口
に

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
日
本
中
央
競

馬
会
の
場
外
馬
券
売
場
反
対
運
動
が
市

＜ＳＰプロデューサー＞

さあこれからだ. ノ
元町まちづくり

民
レ
ベ
ル
の
運
動
へ
広
が
り
、
元
町
の

伝
統
と
文
化
を
も
う
一
度
見
直
そ
う
と

い
う
こ
と
で
「
元
町
の
文
化
と
伝
統
を

守
る
会
」
が
発
足
し
た
わ
け
で
す
ね
。

横
山
そ
う
そ
う
。
神
戸
の
中
で
、
元

町
ほ
ど
老
舗
の
並
ん
で
い
る
商
店
街
は

他
に
は
な
い
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
伽

余
年
の
伝
統
が
あ
る
。
こ
れ
を
大
切
に

し
な
い
と
い
け
な
い
。
文
字
通
り
に
元

町
の
文
化
と
伝
統
を
守
ら
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
危
機
感
が
あ
り
ま
し
た
ね

高
橋
元
町
の
文
化
と
伝
統
を
守
る
と

い
う
こ
と
は
つ
ま
り
、
元
町
全
体
の
活

性
化
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
は

ま
ず
人
を
集
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
四
月
二
十
九

日
か
ら
五
月
七
日
ま
で
、
元
町
ル
ネ
サ

ン
ス
元
年
と
し
て
「
元
町
愛
の
フ
ェ
ス

渡辺政雄

島田誠
く海文堂オーナー＞

蕊

識:鷲『
山根良一
く弁謹士＞
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元町アイデアコンペ入選作より（写真／上）元町周辺の歴史的建
造物の保誕、メモリアルゾーンの提案( 同／下右）新しい「通り」
づくりの提案（同／下左）元町に大小のイベント施設を

会
」
主
催
で
元
町
の
ま
ち
づ
く
り
ア
イ

デ
ァ
コ
ン
ペ
を
行
い
新
鮮
な
ア
イ
デ
ア

を
提
案
し
た
入
選
作
が
八
点
決
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
今
こ
こ
で
元
町
ア
イ
デ

ア
コ
ン
・
へ
入
選
作
を
も
う
一
度
検
討
し

直
し
て
み
る
必
要
あ
り
ま
す
よ
。
あ
の

な
か
に
は
元
町
に
文
化
の
核
と
な
る
劇

場
を
つ
く
る
、
県
庁
か
ら
港
へ
人
の
流

れ
を
つ
く
る
な
ど
い
ろ
ん
な
ユ
ニ
ー
ク

な
ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
市
民
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い

元
町
ま
ち
づ
く
り

山
根
た
だ
「
元
町
の
文
化
と
伝
統
を

守
る
会
」
が
い
く
ら
ア
イ
デ
ア
を
提
案

し
て
も
そ
れ
を
受
け
る
商
店
街
の
組
織

が
し
っ
か
り
し
て
な
い
と
何
に
も
実
現

し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
八
月
七
日
に

「
元
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
が
ス
タ

ー
ト
し
た
ん
で
す
よ
。

１
１２９
１

だ
け
で
な
く
、
外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
。
神

戸
市
民
全
体
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
や
っ
て
い
き

ま
す
。
元
町
は
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
と

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
だ
か
ら

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
力
を
貸
し
て
ほ
し

い
と
よ
び
か
け
て
い
く
ん
で
す
よ
。

島
田
そ
の
運
動
の
第
一
段
階
と
し
て

十
一
月
四
日
に
風
月
堂
ホ
ー
ル
で
市
民

大
会
を
予
定
し
て
ま
す
。
内
容
は
ま
だ

検
討
中
で
す
が
。
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
活
動
を
市
民
の
方
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
都
市
計
画
家
を
ま
じ
え
て

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
当
日
、
元
町
へ
来

て
い
た
だ
い
た
人
に
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
も
考
え
て
い

ま
す
。

渡
辺
で
も
や
っ
ぱ
り
「
元
町
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
」
だ
け
が
町
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
も
ダ
メ
で
、
商
店
街
の
み
ん

な
が
力
を
あ
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ま
ん
と
な
ん
に
も
で
き
ま
せ
ん
。

高
橋
そ
の
と
お
り
で
す
。
元
町
全
体

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
こ
そ
、
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
が
機
能
す
る
ん
で

す
。竹

山
「
元
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

が
結
成
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
元
町
の

方
々
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
市
民
の
方

に
も
〃
元
町
″
を
も
う
一
度
見
直
し
て

い
た
だ
き
、
我
ら
の
元
町
、
神
戸
の
元

町
と
誇
れ
る
活
気
と
魅
力
の
あ
る
町
に

市
民
の
方
々
と
協
力
し
て
変
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

島
田
会
員
鯛
名
で
月
２
回
会
合
を
も

っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
諸
問
題
を
討
議

し
た
り
、
外
か
ら
講
師
を
招
い
て
の
勉

強
会
を
開
い
た
り
し
ま
す
。
現
在
、
「
元

町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
は
３
つ
の
セ

ク
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
元
町
の
実
態
調
査
を
す
る

グ
ル
ー
プ
は
、
元
町
に
ど
う
い
う
店
が

あ
っ
て
、
人
は
ど
う
流
れ
て
い
る
か
な

ど
を
調
べ
ま
す
。
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、

元
町
へ
の
交
通
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

元
町
へ
来
る
人
の
阪
神
電
車
、
国
鉄
、

バ
ス
、
マ
イ
カ
ー
の
利
用
状
況
を
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
し
た
り
、
新
交
通
の
提
案

も
し
ま
す
。
最
後
の
グ
ル
ー
プ
は
、
北

野
町
爵
南
京
街
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
を
つ

な
ぐ
ル
ー
ト
開
発
を
実
行
し
〃
面
″
と

し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。

竹
山
そ
れ
と
ね
。
「
元
町
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
」
は
元
町
内
部
へ
の
呼
び
か
け
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